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はじめに — なぜ「手動」を学ぶのか

このマニュアルは、寺子屋出版キットを使わずに、KDPの画面を自分で操作して 出版する手順を、実際の

画面写真つきで解説するものです。

基礎を知っている人は、キットを使いこなせる

キットのボタンは、この手順を自動化したものです。一度でも自分の手で出版しておくと、 「いまキ

ットが何をしてくれているのか」「エラーが出たときどこを見ればいいか」が わかるようになりま

す。最初の1冊は手動で——それが上達のいちばんの近道です。

全体の流れ

# やること 使うもの

1 原稿を書き上げ、電子書籍用にWordの体裁を整える（目次など） Word

2 表紙を作成する 画像（JPEG）

3 KDPで電子書籍の情報を入力する（タイトル・紹介文・キーワード） KDPの画面

4 原稿と表紙をアップして電子書籍を出版する Word＋JPEG

5 原稿を紙書籍用の体裁にしてPDFにする PDF

6
紙のページ数から表紙のサイズを計算し、表紙類（表・背・裏）を作

る

計算ツール＋

PowerPoint→PDF

7 KDPで紙書籍（ペーパーバック）を出版する PDF×2

ファイル形式の鉄則（つまずきの8割はここ）

・電子書籍：原稿＝Word（docx）／表紙＝JPEG画像

・紙書籍　：原稿＝PDF／表紙類＝PDF（表・背・裏がつながった1枚）



第  1  章

Word原稿の目次を正しく作る（アップロードエラー対策）

電子書籍のWordをアップロードするとき、いちばん多いエラーが「目次」が原因のエラーです。 Kindleは

紙とちがってページ番号が存在しないため、ページ番号つきの目次を入れると エラーや表示崩れの原因に

なります。次の設定で目次を作り直しておきましょう。

1 「参考資料」→「目次」→「ユーザー設定の目次」

Wordの上部メニューから 参考資料 タブ → いちばん左の 目次 → いちばん下の 「ユーザー設定の目

次...」を選びます。

▲ 組み込みの目次（自動作成の目次1・2）は使わず、必ず「ユーザー設定の目次」から設定します。



2 「ページ番号を表示する」のチェックを外す

開いたダイアログで、次の2点を設定して OK：

「ページ番号を表示する」のチェックを外す（電子書籍にページ番号は無いため）

アウトライン レベル＝「2」を推奨（章と節までを目次に。深すぎる目次は読みにくい）

「ページ番号の代わりにハイパーリンクを使う」はチェックが入ったままでOKです （読者が目次から

各章へ飛べるようになります）。

▲ この2か所（ページ番号を表示OFF・アウトラインレベル2）でエラーの大半は防げます。 既に目次がある場合は「こ

の目次を置き換えますか？」→「はい」。

それでもエラーが出るときは：目次をいったん削除してアップロードしてみる→ 通れば目次が原因で

す。上の設定で作り直してください。見出しは Wordの 「見出し1」「見出し2」スタイルで付けておく

と、目次に自動で拾われます。
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電子書籍｜①本の詳細を入力する

kdp.amazon.co.jp にログインし、「＋ 作成」→「電子書籍（マンガ以外）」を選ぶと、 「Kindle 本の詳細」

の入力ページが開きます。上から順に埋めていきます。

1 言語・タイトル・フリガナ・ローマ字

言語は「日本語」。本のタイトル・フリガナ（カタカナ）・ローマ字を入力します。 サブタイトルも同

様に3点セットで。出版後にタイトルは変更できないので誤字に注意。

▲ ローマ字は「Wokingu kara hajimeru...」のようにヘボン式でOK。 括弧・ピリオド・カンマなど一部記号は使えませ

ん。



2 レーベル・シリーズ・版

レーベル（出版社名のようなもの）を名前・フリガナ・ローマ字で入力。 シリーズものなら「シリー

ズ」も。版は空欄でかまいません。

▲ レーベルは全部の本で同じ名前を使うと、あなたの「棚」として育っていきます。



3 著者・内容紹介

著者名（ペンネーム可）を氏名・フリガナ・ローマ字で。 内容紹介はAmazonの商品ページに表示さ

れる「売り文句」です。 太字や改行で読みやすくしたい場合は、入力欄の 「<>ソース」を押してから

HTML形式（<p>や<b>入りの文章）を貼り付け、もう一度「<>ソース」を押して表示を確認します。

▲ 内容紹介の左上に「ソース」ボタンがあります。ふつうの文章をそのまま打ち込んでもOK。



4 権利・対象読者・マーケットプレイス

「私は著作権者であり…」を選択。露骨な性的表現「いいえ」。対象年齢は空欄でOK。 主なマーケッ

トプレイスは「Amazon.co.jp」。



5 カテゴリーを3つ選ぶ

「カテゴリーを選択」を押すとダイアログが開きます。ドロップダウンで 大分類→小分類とたどり、

本に合う場所を最大3つ選んで保存します。

▲ 例：Kindle本 › 暮らし・健康・子育て › 美容・ダイエット › ダイエット › エクササイズ。 ライバルが少なく、かつ内容

に合うカテゴリーを選ぶと上位に表示されやすくなります。

▲ 保存すると「本の現在のカテゴリー」に表示されます。



6 キーワード7つ・発売オプション

読者がAmazonで検索しそうな言葉を、1枠に2〜4語ずつ・最大7枠入れます。 発売オプションは「本

の発売準備ができました」のままでOK。入力できたら「保存して続行」。

▲ 例：「ジョギング 初心者 始め方 大人」。タイトルに入っていない言葉を優先して入れるのがコツ。
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電子書籍｜②原稿と表紙をアップして出版する

1 原稿（Word）をアップロード

「Kindle 本のコンテンツ」ページ。ページを読む方向は「左から右（横書き）」 （縦書きの小説など

は右から左）。「原稿をアップロード」からWordファイル（docx）を選びます。 DRMは「はい」のま

までOK。

▲ 「正常にアップロードしました」が出れば第一関門クリア。 ここでエラーが出たら第1章の目次設定を見直してくだ

さい。



2 表紙（JPEG）をアップロード・AI申告

電子書籍の表紙はJPEG画像（推奨2,560×1,600px、最低1,000×625px）。 「参照」からアップロード

します。

その下の「AI 生成コンテンツ」は正直に申告します。AIで本文を作った場合は 「はい」→テキストの

ツール名（例：CLAUDE）、表紙をAIで作った場合は画像のツール名 （例：CHATGPT）を入力。申告し

ても問題なく出版できます。



3 プレビューで確認・ISBNは空欄でOK

「プレビューアーを起動」で、実際のKindle表示を確認します（目次のリンク・ 図の位置・文字化け

をチェック）。Kindle本にISBNは不要なので空欄のまま。 アクセシビリティの質問は当てはまるもの

を選択します。



4 価格を設定して「出版」

「Kindle 本の価格設定」ページ。KDPセレクトに登録（Kindle Unlimited読み放題の 対象になり、読

まれたページ数でも収入が入る）、出版地域は「すべての地域」、 ロイヤリティは70%を選び、希望小

売価格を入力（70%は¥250〜¥1,250の範囲）。 最後に「Kindle本を出版」ボタンを押します。

▲ 例：480円 → ロイヤリティ約305円/冊。発売記念で99円（35%）にして初速を作る作戦もあります。



5 提出完了！ そのまま紙書籍へ

「おめでとうございます！」が出れば電子書籍の提出は完了。 審査は最大72時間です。この画面の

「紙書籍の作成を始めましょう」を押すと、 いま入力した内容を引き継いだまま紙書籍（ペーパーバ

ック）の作成に進めます。
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紙書籍｜①詳細はカテゴリーの再選択だけ

紙書籍（ペーパーバック）の「詳細情報」ページは、電子書籍の内容がすでに 入った状態で始まります。

タイトル・著者・内容紹介などはそのままでOK。

1 カテゴリーを選び直すだけで完了

唯一やり直しが必要なのがカテゴリーです（紙の本は電子と分類体系が 少し違うため）。「カテゴリー

を編集」から、電子書籍のときと同じ要領で選び直せば、 最初の入力ページは完了です。「保存して続

行」。

▲ 「本 › 暮らし・健康・子育て › …」のように、頭が「Kindle本」ではなく「本」になります。



2 ISBNを無料で取得・印刷オプション

「ペーパーバックのコンテンツ」ページ。紙の本にはISBNが必要ですが、 「無料のKDP ISBNを使用」

→「ISBNを取得」を押すだけで自動で割り当てられます。

印刷オプションは、文字中心の本なら「本文モノクロ（砕木パルプ紙）」が おすすめ（印刷コストが安

く、小説など日本の文庫に近い紙質）。



3 判型ほかの設定

判型は148 x 210 mm（A5）、裁ち落とし＝なし、 表紙仕上げ＝光沢なし（お好み）、ページを読む方

向＝左から右（横書き）。

▲ ここで選ぶ判型・用紙が、次章の「表紙サイズ計算」の前提になります。
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紙書籍｜②表紙のサイズを計算してPPTで作る（最重要）

紙の表紙は「表紙・背表紙・裏表紙がつながった1枚のPDF」です。 背表紙の幅は本のページ数（＝厚み）

で変わるため、毎回サイズを計算して PowerPointのスライドサイズを設定する必要があります。ここが紙

書籍でいちばん細かい作業です。

1 KDPの表紙計算ツールで幅を出す

ブラウザで kdp.amazon.co.jp/cover-templates を開き、左の欄に入力します： 綴じ＝ペーパーバッ

ク／本文＝白黒／用紙＝砕木パルプ紙／左から右／ミリメーター／ 判型＝148 x 210 mm／ページ数＝

本文PDFのページ数 →「サイズの計算」。

▲ 右の表の「全表紙」の幅(mm)がスライドの幅になります （例：232ページ → 316.2mm）。高さは216.35mmで固定

です。



2 PowerPointのスライドサイズに設定する

表紙用のPowerPointを開き、デザイン → スライドのサイズ → ユーザー設定のスライドのサイズ...を

選びます。

▲ デザインタブの右端にあります。

幅に、さっき計算した値をcmに直して入力します（mm ÷ 10 ＝ cm。 例：316.2mm → 31.62cm）。

高さは 21.635cm（=216.35mm）。向きは「横」。

▲ 単位の変換を忘れずに。「最大化/サイズに合わせて調整」と聞かれたら 「サイズに合わせて調整」を選ぶと配置が崩

れにくいです。

3 表・背・裏を配置してPDFで保存

スライドの右半分に表紙・中央の帯に背表紙（タイトル＋著者名）・左半分に 裏表紙を配置します。裏

表紙の右下はバーコードが自動で入るので空けておくこと。 できたら「ファイル → エクスポート →

PDF/XPS」でPDF保存します。

キットならここは全自動：寺子屋出版キットの②ボタンは、この 「ページ数を数える→計算ツールで

幅を出す→PPTのサイズを変える」を自動でやっています。 一度手でやっておくと、ありがたみと仕組

みの両方がわかります。
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紙書籍｜③原稿PDFと表紙PDFをアップして出版する

1 原稿PDFと表紙PDFをアップロード

紙書籍の原稿はPDF（A5・見開き余白・ページ番号入りに整えたもの）、 表紙も第5章で作ったPDFを

アップロードします。 「表紙にバーコードが含まれていますか？」はチェックを入れない （オフにし

ておくとAmazonが自動でバーコードを追加してくれます）。



2 AI申告と印刷プレビュー

AI生成コンテンツの申告は電子書籍と同様に正直に。 そのあと「プレビューアーを起動」を押します

（読み込みに少し時間がかかります）。



3 印刷プレビューを確認して「承認」

表紙・背表紙・本文が枠（ガイド）に収まっているかを確認します。 文字が点線の枠からはみ出して

いなければOK。右下の「承認」を押します。

▲ 左に警告が出ることがありますが、内容を読んで問題なければ承認して進めます （バーコードと文字が重なっている

場合などは修正が必要）。



4 価格を設定して「出版」

紙書籍は印刷コストが差し引かれるため、電子より高めの価格になります。 画面に最低価格が表示さ

れるので、それ以上で設定します。

▲ 例：1,480円 → 印刷コスト647円を引いてロイヤリティ約241円。 最低価格（この例では1,078円）を下回る設定はで

きません。

「ペーパーバックを出版」を押すと提出完了。紙は審査に最大10営業日かかる場合があります。



5 本棚で「レビュー中」を確認

KDPの本棚に、電子書籍とペーパーバックが並んで「レビュー中」になっていれば すべて完了です。

審査が通るとメールが届き、Amazonで販売が始まります。

▲ 同じ本の電子版と紙版が1つにまとまって表示されます。おつかれさまでした！

ほ  ん  の  寺  子  屋

この流れを全部ボタンにしたのが、

寺子屋出版キットです。

基礎がわかったら、あとは量産へ。


